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親
鸞
の
妻
、
玉
日
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）�

武

田

　

晋

は
じ
め
に

　

親
鸞
聖
人
（
以
下
、
敬
称
を
略
す
）
の
婚
姻
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
妻
が
一
人
で
あ
っ
た
の
か
二
人
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は

玉
日
で
あ
っ
た
の
か
、
恵
信
尼
で
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
諸
説
が
複
合
的
に
混
じ
り
確
定
的
な
説
が
な
い
。
唯
一
確
か
な
の
は
、
恵
信
尼

と
の
間
に
子
供
を
も
う
け
た
夫
婦
関
係
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
梅
原
猛
『
親
鸞
「
四
つ
の
謎
」
を
解
く
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
四
年
刊
）
で
は
、
実
証
的
な
考
察
か
ら

親
鸞
の
妻
で
あ
る
玉
日
に
つ
い
て
、
史
料
だ
け
で
は
な
く
現
地
取
材
を
通
し
て
、
そ
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る⑴
。
ま
た
現
時
点
で
、
こ
れ

ら
の
指
摘
に
触
れ
た
新
し
い
論
証
や
反
論
も
見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

拙
者
は
真
宗
学
の
文
献
的
考
察
を
主
と
し
た
研
究
を
す
る
者
で
あ
り
、
史
学
的
考
察
や
論
考
が
専
門
で
は
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
史
料

的
考
察
か
ら
梅
原
氏
の
指
摘
に
つ
い
て
若
干
の
論
考
を
加
え
た
い
。

一　

玉
日
と
恵
信
尼

　

ま
ず
、
煩
雑
と
は
な
る
が
、
恵
信
尼
と
玉
日
に
関
す
る
史
料
的
な
も
の
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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二
一

　

系
図
に
関
す
る
史
料
を
確
認
す
る
と
、
玉
日
と
恵
信
尼
の
両
者
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
時
代
の
永
和
三
年
（
一
三
七

七
）
か
ら
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
に
編
纂
さ
れ
た
氏
族
の
系
図
の
書
物
で
あ
る
『
新
編
纂
図
本
朝
尊
卑
分
脈
系
譜
雑
類
要
集
』（『
尊
卑

分
脈
』
内
麿
公
孫
）
に
は
、
範
宴
（
親
鸞
）
の
下
に
八
人
の
子
女
を
記
し
、
長
子
「
印
信
」
と
し
て
「
阿
闍
梨　

大
弐
公　

母
月
輪
関
白

女⑵
」（
史
料
集
成
七
・
四
九
三
頁
）
と
注
記
さ
れ
る
。
親
鸞
の
最
初
の
子
が
印
信
（
範
意
）
と
記
述
さ
れ
、
そ
の
母
に
「
月
輪
関
白
女
」

と
、
月
輪
関
白
こ
と
九
条
兼
実
（
一
一
四
九
～
一
二
〇
七
）
の
娘
が
母
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
子
の
「
慈
信
」（
善

鸞
）
に
は
「
母
兵
部
卿　

三
善
為
教
女
」
と
あ
り
、
以
下
の
子
女
に
も
「
母
同
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
印
信
」
以
外
の
母
は
恵
信
尼
と

し
て
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
系
図
で
は
第
三
子
に
「
如
信
」
が
記
さ
れ
る
が
、「
実
慈
信
子
」（
善
鸞
の
子
）
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
点
を
考
え
る
と
、
親
鸞
の
子
女
は
系
図
上
で
は
男
女
七
人
と
な
り
、
長
子
以
外
は
恵
信
尼
の
子
と
い
う
事
に
な
る
。

　

続
い
て
、
蓮
如
（
一
四
一
五
～
一
四
九
九
）
の
子
で
あ
る
実
悟
（
一
四
九
二
～
一
五
八
四
）
が
編
纂
し
た
『
日
野
一
流
系
図
』（
大
阪

府
大
谷
派
願
得
寺
蔵
、
天
文
十
年
、
一
五
四
一
年
奥
書
）
に
は
、
同
じ
く
範
宴
（
親
鸞
）
の
下
に
七
人
の
子
女
を
記
し
、
長
子
「
範
意
」

に
注
記
し
て
「
阿
闍
梨　

第
弐　

遁
世　

改
印
信　

母
後
法
性
寺
摂
政
兼
実
公
女　

月
輪
殿
也
」（
史
料
集
成
七
・
五
二
〇
頁
）
と
記
さ

れ
る
。
第
二
子
は
「
女
子
」
で
、「
号
小
黒
女
房
、
母
兵
部
大
輔
三
善
為
教
女
、
法
名
恵
信
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、
天
文
末
年
か
ら
天
正
年
間
頃
に
書
写
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
『
本
願
寺
系
図
（
古
本
本
願
寺
系
図
）』
に
は
、
同
じ
く
範
宴
（
親

鸞
）
の
下
に
七
人
の
子
女
を
記
し
、
長
子
「
範
意
」
と
し
て
「
大
弐
阿
闍
梨　

遁
世
印
信　

母
後
法
性
寺
摂
政
太
相
国
兼
実
女
」（
史
料

集
成
七
・
五
五
二
頁
）
と
、
範
意
の
母
は
後
法
性
寺
殿
と
も
称
さ
れ
た
九
条
兼
実
の
娘
と
記
載
さ
れ
る
。
第
二
子
と
し
て
「
女
子
」
と
し

て
「
号
小
黒
女
房
」
と
注
記
し
て
「
母
兵
部
大
輔　

三
善
為
教
女
」
と
記
す
こ
と
か
ら
、
以
下
は
恵
信
尼
の
子
女
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
親
鸞
に
関
す
る
伝
記
で
一
番
早
い
成
立
と
な
る
の
が
覚
如
（
一
二
七
〇
～
一
三
五
一
）
の
『
本
願
寺
聖
人
伝
絵⑶
』
で
あ
る
が
、

詞
を
綴
る
『
御
伝
鈔
』
に
は
親
鸞
の
婚
姻
に
直
接
触
れ
る
記
述
は
な
い
。
六
角
堂
参
籠
に
よ
る
夢
告
が
、
親
鸞
の
女
性
観
と
関
係
し
て
問

題
視
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
覚
如
の
『
口
伝
鈔
』
で
は
、「
恵
信
御
房
［
男
女
六
人
の
君
達
の
御
母
儀
］」（
聖
典
全
書
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四
・
二
六
五
頁
）
な
ど
と
、
三
箇
所
に
「
恵
信
御
房
」
と
い
う
呼
称
で
恵
信
尼
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
の
恵
信
尼
に
つ
い
て
は
、
大

正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
本
願
寺
の
蔵
よ
り
恵
信
尼
の
消
息
（『
恵
信
尼
消
息
』）
が
発
見
さ
れ
、
親
鸞
の
実
像
と
そ
の
関
係
が
明
確
に

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
覚
如
が
恵
信
尼
に
触
れ
る
の
は
、
親
鸞
の
子
女
六
人
の
母
が
恵
信
尼
で
あ
る
と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
を
通
観
す
る
と
、
親
鸞
に
は
七
人
の
子
女
が
あ
り
、
長
子
で
あ
る
範
意
（
印
信
）
の
母
は
月
輪
殿
こ
と
九
条
兼
実
の
娘

で
あ
り
、
慈
信
（
善
鸞
）
以
降
の
子
女
の
母
は
恵
信
尼
と
考
え
ら
れ
る
が
、
次
に
示
す
後
代
の
史
料
が
、
玉
日
と
恵
信
尼
の
問
題
を
よ
り

複
雑
に
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
蓮
如
の
孫
・
顕
誓
（
一
四
九
九
～
一
五
七
〇
）
の
『
反
故
裏
書
』
に
は
、

御
母
ハ
恵4

信4

ノ
御
房
月
輪
禅
定
殿
下
ノ
御
姫
玉
日
ト
申
セ
シ
貴
人

4

4

4

4

4

4

4

4

也�

（
傍
点
筆
者
、
史
料
集
成
二
・
七
四
三
頁
）

と
あ
り
、
江
戸
期
の
以
下
の
文
献
に
お
い
て
も
同
様
に
、

二
に
は
七
人
の
御
子
の
母
は
玉
姫
御
一
人
也

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
玉
姫
を
後
に
恵
信
と
号
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
或
る
巻
物
に
七
人
母
同
じ
と
云
り
、
然
る
に
流
刑
の
御

時
関
白
の
息
女
と
い
へ
ば
其
の
恐
れ
憚
る
方
あ
る
が
故
に
三
善
為
教
の
娘
と
取
名
を
成
し
、
其
の
御
身
も
本
と
の
玉
姫
の
名
を
替
へ

隠
し
給
へ
り
、
之
に
依
て
諸
記
の
中
に
流
罪
以
前
の
御
子
の
母
を
ば
玉
姫
と
本
名
を
記
し
、
左
遷
以
後
六
人
の
母
は
別
也
と
云
と
い

へ
ど
も
実
は
始
終
御
同
人
也

4

4

4

4

4

4

4

4

。
是
は
堅
田
の
伝
又
康
楽
寺
の
伝
也
、
彼
の
浄
賀
の
母
は
北
国
に
て
玉
姫
に
み
や
づ
か
へ
た
る
上
藹
を

給
は
り
た
り
け
る
也
と
云
云
。
こ
の
説
な
れ
ば
「
一
生
之
間
能
荘
厳
」
の
夢
の
告
げ
に
符
号
す
、
右
両
説
重
て
決
す
べ
し
。

�

（
傍
点
筆
者
、『
叢
林
集⑷
』、
史
料
集
成
八
・
二
九
〇
頁
）

古
記
に
曰
く
、
玉
姫
君
御
流
刑
の
時
。
御
い
ざ
な
ひ
あ
つ
て
御
下
向
な
さ
れ
。
累
歳
御
給
仕
あ
り
。
四
男
三
女
の
御
子
を
生
し
給
ひ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

御
剃
髪
の
後

4

4

4

4

4

、
恵
信
尼
公
と
名
づ
く
と
あ
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
開
山
御
入
寂
の
後
に
御
逝
去
あ
り
つ
る
と
な
り
、
此
玉
姫
君
と
申
は

4

4

4

4

4

4

4

、
三
善
為
教
卿

4

4

4

4

4

の
御
息
女
た
り
し
を

4

4

4

4

4

4

4

4

、
後
法
性
寺
兼
実
公
の
御
養
子
に
し
た
ま
ひ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
開
山
聖
人
へ
娶
さ
せ
給
ひ
ぬ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

�

（
傍
点
筆
者
、『
ひ
ら
か
な
親
鸞
聖
人
御
一
代
記
』
大
系
真
宗
史
料
三
・
二
四
二
頁
）
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二
三

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
玉
日
と
恵
信
尼
は
同
一
人
物
で
、
九
条
兼
実
の
娘
と
い
う
こ
と
を
憚
る
畏
れ
か
ら
流
罪
前
後
で
名
前
を
変

え
た
の
か
、
逆
に
三
善
為
教
の
女
を
兼
実
の
養
子
と
し
て
嫁
が
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

二　

高
田
派
刊
行
の
諸
伝
記

　

で
は
、
従
来
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
高
田
派
刊
行
の
諸
伝
記
の
記
述
は
ど
う
で
あ
ろ
う⑸
。
こ
こ
で
は
、
諸
伝
記
の
中

か
ら
下
野
高
田
の
専
修
寺
に
蔵
せ
ら
れ
、
い
ず
れ
も
五
天
良
空
（
一
六
六
九
～
一
七
三
三
）
が
刊
行
し
た
も
の
と
し
て
、
親
鸞
の
婚
姻
に

触
れ
て
い
る
も
の
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
刊
行
年
記
が
時
代
的
に
か
な
り
下
る
点
や
、
真
宗
高
田
派
が
諸
派
の
中
心
で
あ
る
と
記
載
さ
れ

る
点
、
親
鸞
に
関
し
て
の
奇
瑞
的
伝
承
譚
が
多
く
掲
載
さ
れ
る
点
か
ら
、『
恵
信
尼
消
息
』
発
見
以
来
そ
の
史
料
価
値
が
低
く
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊
行　
　
　
　

存
覚
作
『
親
鸞
聖
人
御
因
縁
秘
伝
鈔
』（『
秘
伝
鈔
』
と
略
称
）

　
　

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
刊
行　
　
　
　

『
高
田
開
山
親
鸞
聖
人
正
統
伝
』（『
正
統
伝
』
と
略
称
）

　
　

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
刊
行　
　
　
　

『
親
鸞
聖
人
御
因
縁
』（『
御
因
縁
』
と
略
称
）

　
　

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
刊
行　
　
　

存
覚
作
『
親
鸞
聖
人
正
明
伝
』（『
御
因
縁
』
を
改
題
刊
行
、『
正
明
伝
』
と
略
称
）

　

二
番
目
の
『
正
統
伝
』
の
底
本
と
な
っ
た
の
が
、
覚
如
の
子
、
存
覚
（
一
二
九
〇
～
一
三
七
三
）
作
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
『
正
明
伝
』（
原

本
未
詳
）
で
あ
る
。『
正
統
伝
』
は
後
に
『
御
因
縁
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
『
正
明
伝
』
と
改
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、『
秘
伝
鈔
』
で
あ
る
が
、
こ
の
著
書
は
江
戸
時
代
中
期
の
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
・
先
啓
了
雅
（
一
七
一
九
～
一
七
九
七
）
に

よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
浄
土
真
宗
聖
教
目
録
』
に
、
存
覚
の
著
書
と
し
て
、「
秘
伝
鈔
二
巻
文
和
三
年
甲
午
三
月
撰
」（
真
宗
全
書
七
四
・
一

六
〇
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
で
あ
る
か
ら
、
存
覚
が
六
十
五
歳
の
時
の
著
作
と
な
る
。
こ
の
記
述
が
正
し
い
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四

と
す
る
と
、
後
述
す
る
『
正
明
伝
』
よ
り
後
の
存
覚
述
作
と
な
る
。
親
鸞
の
玉
日
の
婚
姻
に
つ
い
て
の
因
縁
話
を
中
心
と
す
る
書
で
あ
る
。

　

続
く
、『
正
統
伝
』
は
、
高
田
派
の
五
天
良
空
の
述
作
と
し
て
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に
版
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒

頭
に
は
真
宗
教
団
五
派
（
専
修
寺
、
仏
光
寺
、
本
願
寺
、
錦
織
寺
、
越
州
派
）
の
中
で
高
田
専
修
寺
が
総
本
山
と
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
の

親
鸞
伝
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
谷
派
恵
空
（
一
六
四
四
～
一
七
二
一
）
は
、『
叢
林
集
』
で
そ
の
内
容
を
批
判

し
、『
正
統
伝
鉄
関
』（
享
保
六
年
・
一
七
二
一
）
で
も
三
十
六
箇
条
に
渡
っ
て
批
判
し
て
い
る
。

　

ま
た
、『
正
明
伝
』
は
四
巻
伝
と
い
わ
れ
、
題
字
に
続
い
て
「
常
樂
臺　

釋
存
覺
述
」
と
記
さ
れ
、
奥
書
に
は
「
文
和
元
年
壬
辰
十
月

二
十
八
日
草
之
畢　

存
覺
老
衲
六
十
三
歳
」
と
あ
り
、
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
に
同
じ
く
良
空
に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
は
、
京
都
、
大
坂
の
そ
れ
ぞ
れ
書
林
か
ら
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
原
本
は
、
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
に
存

覚
が
著
述
し
、
刊
行
の
序
に
よ
る
と
存
覚
が
本
書
を
撰
述
し
て
高
田
派
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
百
年
間
も
秘
蔵
さ
れ
、
視
る
も
の

は
少
な
い
の
で
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
親
鸞
の
奇
瑞
的
記
録
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
存
覚
撰
述
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
の
本
願
寺
派
学
僧
の
玄
智

（
一
七
三
四
～
一
七
九
四
）
は
、『
非
正
統
伝
』（
天
明
四
年
、
一
七
八
四
年
）
の
中
で
、
五
天
良
空
に
よ
る
偽
作
と
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、『
非
正
統
伝
』「
因
評
正
明
伝
」
に
、

餘
人
ノ
作
ニ
シ
テ
、
常
樂
ノ
聲
譽
ヲ
カ
リ
テ
世
ニ
行
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
カ
、
或
ハ
草
記
ノ
類
ア
リ
シ
ヲ
、
良
空
縦
ニ
増
修
シ
テ
印

布
シ
、
己
カ
新
傳
ノ
輔
翼
ト
ス
ル
モ
ノ
カ�

（
真
全
六
七
・
四
五
二
頁
）

と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
『
正
明
伝
』
の
著
者
は
、
親
鸞
の
玄
孫
で
あ
る
存
覚
で
は
な
く
五
天
良
空
の
撰
述
と
み
る
の
が
定

説
と
な
っ
て
お
り⑹
、
そ
の
た
め
「
伝4

存
覚
述
『
親
鸞
聖
人
正
明
伝
』」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

以
上
、
高
田
派
が
刊
行
し
た
伝
記
は
、
覚
如
が
二
度
の
義
絶
を
し
た
存
覚
の
著
作
と
さ
れ
て
い
る
た
め
か
従
来
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い

な
い
。
山
田
文
昭
氏
も
次
の
よ
う
な
批
判
的
見
解
を
述
べ
る
。
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そ
の
内
容
は
聖
人
の
出
家
及
妻
帯
の
因
縁
を
述
べ
、
完
成
本
に
は
こ
れ
に
選
択
附
属
・
真
影
図
画
の
こ
と
が
附
加
し
て
あ
る
が
、
当

初
撰
述
の
目
的
は
聖
人
の
配
偶
者
が
九
条
兼
実
の
第
七
子
玉
日
で
、
そ
の
結
婚
は
聖
人
自
身
の
意
志
で
な
く
師
命
の
止
む
を
得
ざ
る

に
出
で
た
こ
と
を
述
ぶ
る
に
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
九
条
家
と
の
結
婚
の
事
実
は
親
鸞
伝
絵
は
勿
論
、
覚
如
存
覚
の
著
述
、
及

び
当
時
の
慕
帰
・
敬
重
の
両
絵
詞
に
も
現
は
れ
て
居
な
い
。
況
ん
や
兼
実
の
日
記
玉
葉
、
若
し
く
は
九
条
家
の
系
譜
等
に
も
兼
実
に

玉
日
と
い
ふ
女
子
の
あ
つ
た
こ
と
さ
へ
記
さ
れ
て
居
な
い
か
ら
、
こ
の
事
は
史
学
上
か
ら
は
全
く
問
題
で
な
い
け
れ
ど
も
、
古
来
、

親
鸞
伝
の
う
ち
で
重
要
な
事
跡
と
し
て
伝
へ
ら
れ
て
居
る
こ
と
が
、
そ
の
源
を
こ
の
書
に
発
し
て
居
る
の
で
、
こ
の
伝
説
の
研
究
資

料
と
し
て
は
見
逃
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
伝
直
接
の
材
料
と
し
て
は
何
等
の
価
値
も
な
い
も
の
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

�

（
傍
点
筆
者
、『
真
宗
史
稿
』
第
二
編
「
親
鸞
聖
人
及
そ
の
教
団
」・
一
六
〇
頁⑺
）

と
、
親
鸞
に
関
係
し
た
他
の
書
物
に
記
載
が
な
い
と
の
理
由
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
平
松
令
三
氏
（
一
九
一
九
～
二
〇
一
三
）
も
玄
智
の
『
非
正
統
伝
』
や
山
田
文
昭
氏
の
『
親
鸞
と
そ
の
教
団
』「
親
鸞
伝
の
研

究
資
料
」
の
説
を
肯
定
し
て
、
高
田
派
の
学
徒
が
存
覚
に
托
し
て
偽
撰
し
た
も
の
と
断
定
し
て
、
今
日
の
学
者
で
存
覚
の
作
と
考
え
て
い

る
学
者
は
い
な
い
と
す
る⑻
。
最
近
に
お
い
て
も
今
井
雅
晴
氏
は
史
料
の
検
討
や
当
時
の
社
会
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
作
り
話
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る⑼
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
見
解
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
佐
々
木
正
氏
の
『
親
鸞
始
記　

隠
さ
れ
た
真
実
を
読
み
解
く
』（
筑
摩
書
房
）
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
書
に
ひ
か
れ
て
、
そ
の
謎
の
究
明
を
す
る
の
が
梅
原
氏
の
『
親
鸞
「
四
つ
の
謎
」
を
解
く
』（
新
潮
社
）
で
あ
る
。

　

梅
原
氏
が
『
正
明
伝
』
に
つ
い
て
の
重
要
性
を
主
張
す
る
論
拠
の
一
つ
は
、
例
え
ば
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
（
教
行
信
証
）』
最

初
の
註
釈
書
で
あ
る
、
存
覚
の
『
六
要
鈔
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

そ
の
名
は
綽
空
、
仮
実
相
兼
ぬ
。
し
か
る
に
聖
徳
太
子
の
告
命
に
依
り
て
改
め
て
善
信
と
の
た
ま
う
。
厳
師
諾
あ
り
。
こ
れ
を
仮
号

と
為
て
後
に
実
名
を
称
す
。
そ
の
実
名
と
は
今
載
す
る
所
の
是
れ
な
り
。
こ
の
徳
行
等
、
具
に
別
伝
の
如
し
。
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�

（
原
漢
文
、『
六
要
鈔
』
巻
一
教
巻
、
真
聖
全
二
・
二
〇
六
頁
、
聖
典
全
四
・
九
九
八
～
九
九
九
頁
）

と
述
べ
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
は
、「
こ
の
徳
行
等
、
具
に
別
伝
の
如
し
」
と
い
う
言
葉
で
、「
別
伝
」
で
親
鸞
の
す
ぐ
れ
た
行
状
を
詳
し

く
語
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
存
覚
が
こ
こ
で
「
別
伝
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
何
で
あ
ろ
う
。
覚
如
の
書
い
た
『
伝
絵
（
御
伝
鈔
）』

の
こ
と
と
想
像
さ
れ
れ
る
が
、『
御
伝
鈔
』
に
は
、
親
鸞
の
聖
徳
太
子
告
命
に
よ
り
善
信
と
名
の
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

　

梅
原
氏
は
、
こ
の
「
別
伝
」
と
は
、
存
覚
自
身
が
書
い
た
も
う
一
つ
の
親
鸞
伝
、『
正
明
伝
』
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
論
し
て

い
る
。
確
か
に
『
正
明
伝
』
に
も
親
鸞
の
徳
行
が
つ
ぶ
さ
に
語
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
『
正
明
伝
』
が
書
か
れ
た
の
が
文
和
元
年
（
一
三
五

二
）
で
あ
れ
ば
、
存
覚
六
十
三
歳
の
時
で
あ
り
、
一
方
の
『
六
要
鈔
』
が
書
か
れ
た
の
は
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）
で
、
存
覚
七
十
一
歳

の
時
で
あ
る
。
な
ら
ば
、『
六
要
鈔
』
が
書
か
れ
た
の
は
『
正
明
伝
』
を
書
い
た
八
年
後
と
な
る
の
で
、
こ
の
八
年
前
に
書
い
た
『
正
明

伝
』
を
存
覚
が
「
別
伝
」
と
い
っ
た
と
い
う
推
論
は
成
り
立
つ
。

　

ま
た
、『
正
明
伝
』
と
い
う
題
名
も
、
も
と
も
と
五
天
良
空
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
存
覚
自
身
は
題
名
を
付
け
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（『
史
料
集
成
』
七
・
二
六
頁
）。
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
と
い
う
年
も
覚
如
没
後
一
年
後
（
一
三
五
一
没
）
の
事

で
あ
る
の
で
、
こ
の
あ
た
り
の
覚
如
・
存
覚
の
親
子
関
係
事
情
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
梅
原
氏
は
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
本
願
寺
派
の
僧
に
と
っ
て
は
、
本
願
寺
の
門
主
に
こ
そ
な
ら
な
か
っ
た
が
、
真
宗
教
学
の
基
礎
を
作
り
、

教
団
中
興
の
祖
で
あ
る
蓮
如
か
ら
「
釈
迦
の
生
ま
れ
変
わ
り
」
と
ま
で
い
わ
れ
、
た
い
へ
ん
尊
敬
さ
れ
た
存
覚
の
本
『
正
明
伝
』
が
、

宗
家
で
あ
る
本
願
寺
を
全
面
的
に
否
定
し
よ
う
と
す
る
『
高
田
正
統
伝
』
を
裏
づ
け
る
史
料
と
さ
れ
た
こ
と
は
我
慢
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

以
来
、『
正
明
伝
』
は
否
定
さ
れ
つ
づ
け
る
運
命
と
な
っ
た
。
玄
智
景
耀
に
よ
る
『
非
正
統
伝
』
の
徹
底
批
判
が
、
現
代
に
お
い

て
も
近
代
的
文
献
実
証
主
義
の
粋
を
究
め
た
学
者
、
山
田
文
昭
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、「『
正
明

伝
』、
存
覚
の
著
書
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
説
は
、
強
い
本
家
の
誇
り
を
持
つ
多
く
の
本
願
寺
派
の
学
者
の
信
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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山
田
文
昭
に
よ
る
『
正
明
伝
』
否
定
の
矛
先
は
、
本
願
寺
に
伝
わ
る
同
じ
く
存
覚
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
親
鸞
聖
人
御

因
縁
秘
伝
鈔
』（
以
下
、『
秘
伝
鈔
』）
に
つ
い
て
も
及
ぶ
。（
中
略
）
こ
の
本
は
『
正
明
伝
』
後
に
書
か
れ
た
も
の
と
な
る
。
そ
こ
に

は
、
親
鸞
と
九
条
兼
実
の
娘
、
玉
日
の
結
婚
の
由
来
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
し
『
正
明
伝
』、『
秘
伝
鈔
』
と
も
に
間
違
い
な
く
存

覚
の
著
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
著
書
に
と
も
に
記
さ
れ
た
親
鸞
と
玉
日
の
結
婚
の
話
こ
そ
、
浄
土
真
宗
の
も
っ
と
も
重

要
な
思
想
で
あ
る
と
存
覚
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
秘
伝
鈔
』
が
増
訂
さ
れ
て
、
室
町
期
に
完
成
し
た
も
の
に
『
親
鸞
聖
人

御
因
縁
』（
以
下
、『
御
因
縁
』）
と
い
う
本
が
あ
る
（『
御
因
縁
』
の
方
が
先
に
作
ら
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
）。
篤
実
な
学
究
態
度

で
知
ら
れ
る
仏
教
学
者
、
宮
崎
円
遵
（
一
九
〇
六
～
一
九
八
三
）
は
「
こ
の
二
書
は
『
伝
絵
』
な
ど
よ
り
も
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
承

で
あ
る
」
と
し
て
、『
秘
伝
鈔
』
と
『
御
因
縁
』
の
二
書
を
は
な
は
だ
重
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
書
に
対
し
て
も
、
山
田

文
昭
は
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。�

（
梅
原
前
掲
書
、
五
八
～
五
九
頁
）

と
述
べ
て
、
そ
の
重
要
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

三　

『
秘
伝
鈔
』『
正
明
伝
』
に
お
け
る
親
鸞
の
婚
姻
譚

　

梅
原
氏
は
、
親
鸞
の
婚
姻
の
謎
を
解
き
明
か
す
の
に
も
っ
と
も
重
要
な
鍵
と
な
る
の
が
『
正
明
伝
』
で
あ
る
と
述
べ
る
。『
正
明
伝
』

は
残
念
な
が
ら
存
覚
直
筆
の
原
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
梅
原
氏
の
実
証
的
な
論
考
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、『
秘
伝
鈔
』
や

『
正
明
伝
』
の
親
鸞
婚
姻
譚
に
関
す
る
箇
所
が
問
題
と
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、『
真
宗
史
料
集
成
』
に
掲
載
（
底
本
、
龍
谷
大
学
蔵
本
）
さ
れ
た
伝
存
覚
『
秘
伝
鈔
』
の
婚
姻
譚
を
少
々
長
い
が
紹
介
す

る
。
尚
、『
正
明
伝
』
の
婚
姻
譚
は
梅
原
氏
が
論
考
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、
そ
の
成
立
の
前
後
関
係
の
考

察
は
史
家
に
任
せ
る
。
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
片
仮
名
書
き
を
平
仮
名
書
き
と
し
た
。
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建
仁
元
年
初
冬
の
こ
ろ
ほ
ひ
、
月
輪
の
禅
定
殿
下
（
九
条
兼
実
）
吉
水
の
御
坊
に
入
御
あ
り
て
、
い
つ
よ
り
も
ね
ん
ご
ろ
に
御
法
談

ま
し
ま
し
け
る
に
、
殿
下
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
は
、
御
弟
子
い
ま
は
三
百
有
余
、
い
づ
れ
も
浄
行
智
徳
の
み
な
り
。
そ
の
な
か
に
お
い

て
、
円
照　
博
陸
の
御
法
名　

ひ
と
り
在
家
な
り
。
ひ
じ
り
た
ち
の
称
名
と
、
在
家
の
人
の
念
仏
と
、
功
徳
の
浅
深
い
か
ば
か
り
ぞ
や
。

　

源
空
聖
人
こ
た
へ
た
ま
は
く
、
出
家
在
家
ひ
と
し
く
し
て
、
功
徳
ま
つ
た
く
勝
劣
さ
ふ
ら
は
ず
。

　

殿
下
う
た
が
ひ
て
の
た
ま
は
く
、
こ
の
条
も
つ
と
も
不
審
に
候
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
女
人
に
も
ち
か
づ
か
ず
、
不
浄
の
食
も
せ
ず
、

清
僧
の
身
に
て
ま
う
さ
ん
は
、
功
徳
さ
だ
め
て
た
ふ
と
か
る
べ
し
。
朝
夕
女
境
に
む
つ
れ
、
酒
の
み
、
不
浄
の
食
を
し
な
が
ら
、
仏

を
念
ぜ
ん
と
も
が
ら
は
、
い
か
で
清
僧
に
お
と
ら
ざ
る
べ
き
。

　

聖
人
こ
た
へ
て
の
た
ま
は
く
、
そ
の
義
は
浄
土
の
こ
ゝ
ろ
に
あ
ら
ず
、
聖
道
門
の
通
戒
な
り
。
い
ま
我
宗
の
お
も
む
き
は
、
一
切

善
悪
凡
夫
得
生
者
、
莫
不
皆
乗
阿
弥
陀
仏
、
大
願
業
力
為
増
上
縁
也
、
と
定
判
し
て
、
他
力
深
心
を
本
願
と
し
た
ま
へ
り
。
さ
れ
ば

一
向
専
修
に
お
い
て
、
な
に
の
勝
劣
か
は
ん
べ
ら
ん
。
聖
人
世
俗
男
子
女
人
老
少
賢
愚
、
こ
と
ご
と
く
乃
至
十
念
一
念
に
決
定
往
生

す
べ
き
な
り
。
具
三
心
者
必
生
彼
国
、
あ
を
い
で
信
を
と
る
べ
し
。
疑
心
を
お
こ
す
べ
か
ら
ず
。
自
力
の
念
仏
は
往
生
せ
ず
。
他
力

の
念
仏
は
往
生
す
。
よ
く
分
別
し
た
ま
ふ
べ
し
。（
中
略
）

　

そ
の
と
き
殿
下
お
ほ
せ
ら
れ
て
い
は
く
、
さ
や
う
に
差
別
あ
る
ま
じ
く
さ
ふ
ら
は
ゞ
、
御
弟
子
の
な
か
に
一
生
不
犯
の
清
僧
を
一

人
た
ま
は
り
て
、
末
代
悪
世
の
俗
徒
等
が
う
た
が
ひ
を
や
ぶ
り
は
ん
べ
ら
ん
が
た
め
に
、
直
に
在
家
に
な
し
た
て
ま
つ
り
さ
ふ
ら

は
ゞ
や
。

　

聖
人
す
こ
し
も
い
た
み
た
ま
は
ず
、
子
細
候
ま
じ
、
善
信
房
今
日
よ
り
法
皇　
入
道
殿
下
の
御
こ
と
な
り
。
太
政
大
臣
入
道
し
た
ま
へ
ば
、
法

皇
の
仮
名
あ
り
と
ぞ
。　

の
御
定
に
遵
た
て
ま
つ
れ
と
ぞ
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
。
と
き
に
親
鸞
興
を
さ
ま
し
、
な
み
だ
に
む
せ
び
、
低
頭
し

て
御
返
事
を
も
ま
う
さ
れ
ず
。
い
か
に
い
か
に
と
せ
め
ら
れ
た
ま
ひ
て
、
や
ゝ
あ
て
申
た
ま
は
く
、
我
む
か
し
父
母
の
育
室
を
は
な

れ
、
釈
門
の
ち
り
に
ま
じ
は
り
し
よ
り
こ
の
か
た
、
こ
ゝ
ろ
に
は
菩
提
の
妙
果
を
期
し
、
身
に
は
出
離
の
要
行
を
つ
と
む
。
立
年
に
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二
九

お
よ
ん
で
、
は
か
ら
ざ
る
に
聖
人
の
座
下
に
参
候
せ
る
い
ま
は
、
勧
化
の
命
旨
を
た
ふ
と
ん
で
、
専
修
念
仏
の
一
行
に
帰
す
。
た
ゝ

あ
ふ
ぐ
と
こ
ろ
は
可
通
入
路
の
法
門
、
た
ゞ
よ
ろ
こ
ぶ
ら
く
は
決
定
往
生
の
捷
径
な
り
。
し
か
る
に
い
ま
数
百
の
御
弟
子
の
な
か
に
、

善
信
ひ
と
り
え
ら
ば
れ
て
、
か
ゝ
る
御
定
を
う
け
た
ま
は
り
候
こ
そ
面
目
な
く
さ
ふ
ら
へ
と
て
、
す
み
ぞ
め
の
御
袖
を
し
ぼ
り
た
ま

ふ
。

　

良や
ゝ

あ
り
て
大
師
聖
人
の
た
ま
は
く
、
そ
の
い
は
れ
子
細
さ
ふ
ら
は
ず
。
う
ら
み
た
ま
ふ
と
こ
ろ
一
往
も
て
こ
と
は
り
な
り
。
そ
も

そ
も
当
年
な
つ
の
は
じ
め
、
善
信
房
の
来
臨
あ
り
し
は
、
こ
れ
わ
た
く
し
の
意
楽
に
あ
ら
ず
。
六
角
堂
の
大
士
救
世
観
音
の
御
指
南

な
り
。
か
の
御
夢
想
の
つ
げ
に
ま
か
せ
て
、
か
つ
は
弘
法
利
生
の
た
め
、
殿
下
の
御
定
に
し
た
が
ひ
て
、
在
家
修
行
の
法
頭
と
な
り

た
ま
ふ
べ
し
。
と
く
と
く
と
ぞ
お
ほ
せ
け
る
。

　

善
信
か
さ
ね
て
ま
う
し
た
ま
は
く
、
上
宮
救
世
の
御
利
生
に
よ
り
て
、
聖
人
の
御
門
徒
に
参
す
る
条
は
勿
論
、
た
だ
し
在
家
に
な

る
べ
し
と
は
御
示
現
さ
ら
に
は
ん
べ
か
ら
ず
。

　

聖
人
き
ゝ
も
あ
へ
た
ま
は
ず
、
霊
応
瑞
夢
か
く
れ
も
さ
ふ
ら
は
ず
、
観
音
ま
の
あ
た
り
し
め
し
た
ま
へ
る
文
証
あ
り
。
源
空
暗
に

存
知
し
て
は
ん
べ
り
。
こ
と
の
つ
い
で
に
て
さ
ふ
ら
へ
ば
、
善
信
房
の
世
を
の
が
れ
た
ま
ひ
し
由
来
を
の
こ
さ
ず
一
一
に
か
た
り
た

ま
ふ
べ
し
、
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
か
ば
、
一
座
の
人
々
面
白
と
ぞ
ぞ
め
き
け
る
。

　

と
き
に
あ
た
り
て
の
が
れ
が
た
き
聖
人
御
所
望
の
懺
悔
も
の
が
た
り
、
辞
す
る
に
と
こ
ろ
ま
し
ま
さ
ず
、
親
鸞
か
た
り
て
の
た
ま

は
く
、
善
信
い
ま
だ
青
蓮
院
に
さ
ふ
ら
ひ
し
と
き
、
正
治
二
年
の
春
か
と
よ
。

　

後
鳥
羽
の
太
政
天
皇
よ
り
人
々
に
、
百
首
の
歌
め
さ
れ
し
と
き
、
慈
円
僧
正
の
恋
の
御
う
た
、（
中
略
）
さ
て
は
法
師
の
ふ
る
ま

ひ
か
や
。
た
ゞ
こ
れ
名
聞
世
情
に
狂
ぜ
る
末
世
濁
乱
の
貪
墨
な
る
が
謂
な
り
と
、
無
下
に
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
へ
し
か
ば
、
京
よ
り
乗

輿
を
さ
か
も
と
に
か
へ
し
つ
か
は
し
て
、
六
角
堂
に
参
籠
し
て
、
上
宮
救
世
の
利
生
を
あ
ふ
ぎ
て
、
出
離
得
脱
を
い
の
り
ま
う
し
し

か
ば
、
谷
響
き
お
は
し
ま
す
。
感
応
焉こ
こ
にあ

ら
た
な
り
し
あ
い
だ
、
す
な
は
ち
名
利
の
こ
ろ
も
を
ぬ
ぎ
す
て
ゝ
、
聖
人
の
座
下
に
は
ま
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い
り
て
候
と
、
一
一
に
か
た
り
ま
う
さ
れ
け
り
。

　

そ
の
と
き
に
聖
人
御
硯
め
し
よ
せ
て
、
善
信
房
そ
の
参
籠
の
あ
い
だ
に
を
き
て
、
感
得
の
夢
想
に
は
四
句
の
要
文
は
ん
べ
り
し
な

り
、
源
空
そ
ら
に
し
る
し
て
、
た
ゞ
い
ま
あ
は
せ
て
み
せ
た
て
ま
つ
る
べ
し
と
て
、
い
ま
だ
ま
う
し
い
だ
さ
れ
ぬ
さ
き
に
、
紙
面
に

し
る
し
て
お
し
た
ゝ
み
、
御
懐
中
に
お
さ
め
た
ま
ひ
て
、
善
信
房
は
や
ば
や
そ
の
要
文
あ
ら
は
し
た
ま
へ
、
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
る　

こ
の
御
夢
想
の
記
、
く
は
し
く
本
典
に
あ
り
。
い
ま
省
略
す
。　

そ
の
と
き
善
信
、

　
　

行
者
宿
報
設
女
犯　

我
成
玉
女
身
被
犯

　
　

一
生
之
間
能
莊
嚴　

臨
終
引
導
生
極
来

大
悲
か
さ
ね
て
し
め
し
た
ま
は
く
、
こ
れ
は
こ
れ
救
世
大
聖
の
誓
願
な
り
。
善
信
よ
ろ
し
く
こ
の
む
ね
を
宣
説
し
て
、
一
切
群
生
に

き
か
し
む
べ
し
と　
之
を
略
抄
。

　

か
た
り
ま
う
さ
る
、
親
鸞
の
御
こ
と
ば
と
、
已
前
に
し
る
し
た
ま
へ
る
聖
人
御
筆
の
要
文
と
、
一
字
も
ち
が
は
ざ
る
に
こ
そ
、
諸

人
一
同
に
殊
勝
の
こ
ゑ
を
ば
あ
げ
ら
れ
し
か
。
聖
人
も
禅
定
殿
下
も
い
よ
い
よ
云
云
し
た
ま
ひ
し
か
ば
、
信
空
、
聖
覚
等
の
智
徳
も

ろ
も
ろ
の
法
間（
マ
マ
）た

ち
い
さ
め
、
す
ゝ
め
ま
う
さ
る
あ
ひ
だ
、
親
鸞
ち
か
ら
を
よ
び
た
ま
は
ず
、
禅
定
殿
下
の
同
車
と
あ
り
て
、
五
条

西
洞
院
の
殿　

本
宅　

に
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
そ
の
夜
や
が
て
月
輪
の
入
道　
後
の
法
性
寺
の
入
道
、
前
関
白
と
ま
う
す
こ
れ
な
り　

前
関

白
太
政
大
臣
兼
実
公　
御
法
名
釈
円
照　

の
御
息
女
、
玉
日
の
御
方
と
ま
う
し
て
、
今
年
十
八
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
御
料
人
に
あ
は

せ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
り
。（
中
略
）

　

さ
て
三
日
あ
り
て
、
親
鸞
夫
婦
御
同
車
し
て
、
吉
水
の
御
坊
へ
ま
い
り
た
ま
ふ
。
聖
人
ひ
め
ぎ
み
を
御
覧
じ
て
、
子
細
な
き
坊
守

な
り
、
と
お
ほ
せ
そ
め
し
よ
り
こ
の
か
た
、
一
向
真
宗
の
一
道
場
の
家
主
を
ば
坊
守
と
ま
う
し
つ
た
へ
た
り
。

�

『
親
鸞
聖
人
御
因
縁
秘
伝
鈔
』（『
史
料
集
成
』
七
・
五
九
～
六
四
頁
）
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と
あ
る
。
以
下
に
内
容
の
要
点
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

・
九
条
兼
実
は
、
出
家
・
在
家
に
よ
る
念
仏
功
徳
の
違
い
を
法
然
に
確
か
め
て
い
る
。

　

・
法
然
は
、
浄
土
門
に
お
け
る
他
力
念
仏
に
は
、
そ
の
よ
う
な
功
徳
の
分
別
が
な
い
旨
を
述
べ
る
。

　

・�

九
条
兼
実
は
、
な
ら
ば
清
僧
で
あ
る
弟
子
一
人
を
在
家
と
す
る
こ
と
で
末
代
俗
徒
の
疑
い
を
破
る
よ
う
に
懇
願
す
る
。

　

・�

法
然
は
、
弟
子
の
中
か
ら
親
鸞
を
指
定
す
る
が
、
親
鸞
は
専
修
念
仏
一
行
を
喜
ん
で
い
る
旨
を
申
し
て
快
諾
せ
ず
。

　

・�

法
然
は
、
親
鸞
の
参
籠
の
夢
告
を
存
じ
て
お
り
、
弘
法
利
生
の
た
め
、
九
条
兼
実
の
御
定
に
し
た
が
っ
て
在
家
修
行
の
法
頭
と
な
る

事
を
勧
め
る
。

　

・�

親
鸞
は
、
法
然
が
所
望
の
懺
悔
も
の
が
た
り
（
中
略
し
た
慈
円
と
後
鳥
羽
天
皇
と
の
「
恋
」
歌
の
経
緯
）
を
述
べ
て
、
六
角
堂
に
参

籠
し
た
旨
を
申
す
。

　

・�

法
然
は
、
そ
の
参
籠
時
の
夢
告
を
存
じ
て
お
り
、
親
鸞
が
吐
露
す
る
前
に
夢
告
を
懐
紙
に
か
き
つ
け
て
、
そ
れ
が
親
鸞
の
言
葉
と
違

う
事
が
な
か
っ
た
事
に
一
同
が
驚
く⑽
。

　

・
法
然
の
上
足
の
弟
子
の
信
空
や
聖
覚
の
勧
め
も
あ
り
、
九
条
兼
実
に
同
乗
し
て
五
条
西
洞
院
へ
。

　

・
そ
こ
で
、
九
条
兼
実
の
娘
の
玉
日
と
会
い
、
三
日
後
に
夫
婦
と
し
て
法
然
に
挨
拶
へ
参
る
。

と
、
こ
れ
ら
一
連
の
話
の
流
れ
や
、
こ
の
後
の
文
章
を
み
る
と
、
念
仏
功
徳
が
出
家
・
在
家
と
差
別
な
く
、
末
代
の
俗
徒
の
疑
い
を
破
る

た
め
に
、
在
俗
と
な
り
婚
姻
し
た
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　

こ
の
点
は
、『
御
因
縁
』（
史
料
集
成
七
・
四
九
～
五
一
頁
）『
正
明
伝
』（
史
料
集
成
七
・
一
〇
四
～
一
〇
六
頁
）
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
だ
が
、『
御
因
縁
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
「
親
鸞
因
縁
」
だ
け
で
な
く
、
高
田
派
の
真
仏
に
つ
い
て
述
べ
た
「
真
仏

因
縁
」、
荒
木
門
徒
の
源
海
に
つ
い
て
述
べ
た
「
源
海
因
縁
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
流
布
し
て
い
た
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
宮
崎
圓
遵
氏
も
婚
姻
譚
は
「
坊
守
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
も
つ
門
徒
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
仏
光
寺
教
団
な
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ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
絵
系
図
が
、
道
場
坊
主
と
坊
守
と
を
あ
わ
せ
描
い
て
い
る
事
実
と
の
関
連
性
を
考
え
る
と
、
親
鸞
か
ら
真
仏
、
源

海
へ
と
相
承
し
て
い
っ
た
荒
木
門
徒
を
こ
れ
に
当
て
て
い
る⑾
。
ま
た
近
年
の
論
考
で
も
、『
御
因
縁
』
は
談
義
本
と
し
て
、
史
実
性
の
低

い
史
料
と
い
う
説
、
京
都
の
貴
族
・
三
善
氏
の
出
で
あ
る
恵
信
尼
で
は
一
般
民
衆
に
坊
守
を
語
る
際
に
弱
か
っ
た
と
論
じ
る⑿
。

　

こ
れ
ら
伝
記
が
偽
書
な
の
か
、
伝
存
覚
の
真
筆
で
あ
っ
た
の
か
の
問
題
点
、
時
の
権
力
者
で
あ
る
九
条
兼
実
の
娘
で
あ
る
玉
日
と
結
婚

す
る
と
い
う
の
は
常
識
的
に
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
か
ら
、
従
来
こ
れ
ら
伝
記
は
顧
み
れ
る
事
が
少
な
か
っ
た
が
、
九
条
兼
実
が
法

然
に
念
仏
功
徳
を
尋
ね
る
前
の
動
向
や
状
況
等
か
ら
は
、
一
概
に
は
作
り
話
と
も
言
え
な
い
部
分
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
九
条
兼
実
の
子
女

に
つ
い
て
窺
っ
て
み
た
い
。

四　

史
実
の
九
条
兼
実
と
そ
の
子
女

　

九
条
（
藤
原
）
兼
実
の
生
涯
を
概
略
す
る
と
、
九
条
兼
実
は
後
法
性
寺
関
白
と
い
わ
れ
、
摂
政
関
白
を
務
め
た
藤
原
忠
通
の
三
男
で
、

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
に
生
ま
れ
、
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
に
十
歳
で
殿
上
人
に
な
り
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）
に
内
大
臣
、
仁

安
元
年
（
一
一
六
六
）
に
十
八
歳
で
右
大
臣
、
そ
し
て
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
に
三
十
八
歳
で
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
に
認
め
ら

れ
て
摂
政
に
な
り
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
に
は
関
白
に
な
る
。
し
か
し
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）、
土
御
門
（
源
）
通
親
の
謀
略
に

よ
り
失
脚
し
、
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）、
五
十
四
歳
に
し
て
法
然
を
戒
師
と
し
て
出
家
し
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
享
年
五
十
九
歳

で
逝
去
し
た
。

　

九
条
兼
実
の
生
涯
に
お
い
て
大
き
な
出
来
事
は
、「
建
久
七
年
の
政
変
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
後
白
河
法
皇
崩
御
に
よ
り
九
条

兼
実
は
後
鳥
羽
天
皇
を
後
見
・
擁
し
て
朝
政
を
主
導
す
る
が
、
故
実
先
例
に
厳
格
な
姿
勢
や
門
閥
重
視
の
人
事
は
中
・
下
級
貴
族
の
反
発

を
招
き
、
朝
廷
内
で
の
信
望
を
失
っ
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
源
通
親
は
、
九
条
兼
実
に
冷
遇
さ
れ
て
い
る
善
勝
寺
流
や
勧
修
寺
流
の
貴
族

を
味
方
に
引
き
入
れ
、
丹
後
局
を
通
し
て
大
姫
入
内
を
望
む
頼
朝
に
働
き
か
け
、
後
鳥
羽
天
皇
中
宮
・
任
子
を
入
内
さ
せ
て
い
た
兼
実
と
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の
離
間
を
図
っ
た
。
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
十
一
月
、
通
親
は
権
大
納
言
に
昇
進
し
、
自
ら
の
養
女
・
在
子
が
皇
子
（
為
仁
、
後
の
土

御
門
天
皇
）
を
産
ん
だ
こ
と
で
一
気
に
地
歩
を
固
め
、
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
十
一
月
、
任
子
を
内
裏
か
ら
退
去
さ
せ
、
近
衛
基
通
を

関
白
に
任
じ
て
九
条
兼
実
を
も
失
脚
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
九
条
兼
実
は
、
法
然
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、『
玉
葉
』（
九
条
兼
実
日
記
）、『
三
長
記
』（
藤

原
長
兼
日
記
）、
法
然
の
諸
伝
記
（『
四
十
八
巻
伝
』
な
ど
）
を
基
に
、
時
系
列
に
箇
条
書
き
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
尚
、
一
々

の
史
料
の
出
典
箇
所
は
煩
雑
と
な
る
の
で
割
愛
し
た⒀
。

　

ま
た
、
九
条
兼
実
に
は
良よ
し

通み
ち

、
良よ
し

経つ
ね

、
良
尋
、
良
円
、
良
平
、
良
輔
、
良
怪
、
良
海
、
良
恵
、
と
九
人
の
男
子
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
娘
に
つ
い
て
は
中
宮
と
な
っ
た
任
子
以
外
の
名
は
は
っ
き
り
と
し
た
記
録
が
な
い
。

文
治
四
年
（
一
一
八
八
）　 

二
月　

十
九
日　

兼
実
の
長
子
・
良
通
が
急
死
（
二
十
二
歳
）。

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）　 

八
月　
　

一
日　

兼
実
、
初
め
て
法
然
を
請
じ
、
法
文
を
断
ず
る⒁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月　
　

八
日　

兼
実
、
法
然
を
招
き
、
受
戒
、
念
仏
を
始
め
る
。

文
治
六
年
（
一
一
九
〇
）　 

七
月
二
十
三
日　

法
然
、
兼
実
、
恒
例
念
仏
を
始
め
る
。

建
久
二
年
（
一
一
九
一
）　 

二
月
二
十
六
日　

法
然
、
後
白
河
法
皇
に
受
戒
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
二
十
八
日　

兼
実
、
法
然
を
請
い
受
戒
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
二
十
一
日　

兼
実
、
法
然
を
請
い
受
戒
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
二
十
九
日　

兼
実
の
娘
・
中
宮
（
任
子
）
の
受
戒
に
法
然
を
呼
ぶ⒂
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月　
　

六
日　

兼
実
、
法
然
よ
り
受
戒
す
る
。

建
久
二
年
（
一
一
九
二
）　 

八
月　
　

八
日　

兼
実
、
法
然
を
請
い
受
戒
す
る
。
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建
久
六
年
（
一
一
九
五
）　 

七
月　

十
三
日　

法
然
、
任
子
に
授
戒
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月　

十
三
日　

中
宮
・
任
子
が
皇
女
（
昇
子
内
親
王
）
を
出
産
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　
　

十
日　

兼
実
の
嫡
子
・
良
経
が
内
大
臣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月　
　

二
日　

源
通
親
の
養
女
・
在
子
が
皇
子
（
土
御
門
天
皇
）
出
産
。

建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
十
一
月
二
十
三
日　

中
宮
・
任
子
は
内
裏
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
五
日　

近
衛
基
通
が
関
白
に
任
じ
ら
れ
て
、
兼
実
は
失
脚
。

建
久
八
年
（
一
一
九
七
）　 
三
月　

二
十
日　

兼
実
、
法
然
を
請
い
受
戒
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
然
、
病
気
と
な
る
。
兼
実
驚
き
参
る
。

建
久
九
年
（
一
一
九
八
）　 

一
月　

十
一
日　

土
御
門
天
皇
が
即
位
し
て
源
通
親
が
権
勢
を
極
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
八
日　

法
然
、
病
勢
が
増
し
、
念
仏
の
数
を
減
ら
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月　
　
　
　
　

法
然
、
九
条
兼
実
の
請
に
よ
り
『
選
択
集
』
撰
述
。

正
治
元
年
（
一
一
九
九
）　　
　
　
　
　
　
　

 
兼
実
次
男
の
良
経
、
左
大
臣
と
し
て
政
界
復
帰
。

正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）　 

九
月　

三
十
日　

�

兼
実
、
北
政
所
（
藤
原
季
行
の
女
、
良
通
・
良
経
ら
の
母
）
が
病
気
と
な
り
法
然
に
授
戒

さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
一
、
二
日　

北
政
所
、
続
け
て
受
戒
す
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月　
　

十
日　

兼
実
、
北
政
所
が
死
す
。

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
春
の
頃　
　
　
　
　

親
鸞
、
法
然
の
室
に
入
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
（
初
冬
）　 

親
鸞
、
玉
日
と
婚
姻
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月　

十
七
日　

任
子
（
宜
秋
門
院
）、
法
然
を
戒
師
と
し
て
出
家
。
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建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）　 

一
月
二
十
八
日　

兼
実
、
法
然
を
戒
師
と
し
て
出
家
、
円
照
と
号
す
。

建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）　 

七
月　
　
　
　
　

法
然
、
吉
水
を
出
て
小
松
殿
に
移
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
二
十
五
日　

良
経
、
土
御
門
天
皇
の
摂
政
と
な
る
。

元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
十
月
頃　
　
　
　
　

山
門
宗
徒
、
蜂
起
し
て
、
専
修
念
仏
停
止
を
訴
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　
　

七
日　

『
七
箇
条
起
請
文
』
作
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　
　

七
日　

法
然
、
山
門
に
送
る
起
請
文
を
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
二
十
八
日　

法
然
、『
選
択
集
』
を
書
写
。（
当
麻
往
生
院
所
蔵
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月　

十
四
日　

良
経
、
太
政
大
臣
と
な
る
。

元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）　 

四
月　
　

五
日　

法
然
、
月
輪
殿
に
て
法
談
、
退
出
の
時
、
頭
光
を
現
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月　

十
四
日　

親
鸞
、『
選
択
集
』
書
写
、
法
然
こ
れ
に
内
題
を
書
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

閏
七
月
二
十
九
日　

法
然
、
親
鸞
図
画
の
影
に
銘
文
し
、
善
信
の
名
を
書
与
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月　
　
　
　
　

法
然
、
小
松
殿
に
て
、
瘧お
こ
りを
わ
ず
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
以
前　
　
　

法
然
、
怠
状
を
提
出
か⒃
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月　
　
　
　
　

貞
慶
、
興
福
寺
奏
状
を
書
し
、
法
然
を
糾
弾
。

元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）　 

三
月　
　

七
日　

良
経
、
頓
死
。

建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）　 

二
月
二
十
八
日　

法
然
、
土
佐
に
配
流
、
念
仏
停
止
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月　

十
六
日　

法
然
、
配
流
の
た
め
都
を
出
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月　

十
六
日　

法
然
、
兼
実
に
返
歌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
二
十
六
日　

法
然
、
塩
飽
の
地
頭
高
階
保
遠
西
忍
の
館
に
着
く
。
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四
月　
　

五
日　

兼
実
、
逝
去
。

　

さ
て
、
九
条
兼
実
は
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
長
男
・
良
通
が
早
世
し
た
心
痛
か
ら
出
家
も
考
え
た
よ
う
で
、
専
修
念
仏
の
教
え
に
も

救
い
を
求
め⒄
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
頃
よ
り
法
然
に
深
く
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
の
政
変
後
に

は
、
法
然
も
病
が
ち
と
な
り
、
法
然
に
念
仏
の
奥
義
に
つ
い
て
記
す
よ
う
に
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（『
選
択
集
』）
執
筆
を
求
め
て
い
る
。

事
実
、
法
然
も
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
か
ら
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
ま
で
の
間
に
念
仏
三
昧
に
入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
兼
実
は
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
末
に
は
北
政
所
を
失
い
、
娘
の
宜
秋
門
院
（
任
子
）
も
法
然
に
つ
い
て
受
戒
し
、
建
仁
元

年
（
一
二
〇
一
）
に
は
法
然
を
戒
師
と
し
て
出
家
し
て
い
る
。
ま
た
、
兼
実
も
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
一
月
二
十
七
日
に
、
法
然
を
戒

師
と
し
て
出
家
（
僧
名
は
円
照
）
し
て
い
る
。

　

親
鸞
が
法
然
門
下
に
入
室
し
た
の
は
、
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
春
の
頃
（
初
夏
）
と
い
う
の
は
定
説
で
あ
る
の
で
、
玉
日
が
九
条

兼
実
の
娘
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
、
兼
実
は
失
脚
し
北
政
所
を
失
っ
た
失
意
の
中
に
あ
り
、
中
宮
と
な
っ
た
任
子
（
宜
秋
門
院
）
も

内
裏
退
去
で
出
家
を
考
え
た
時
期
と
な
る
。
ま
た
、
法
然
も
『
選
択
集
』
を
執
筆
し
て
、
病
気
も
や
や
落
ち
着
き
、
念
仏
三
昧
に
入
っ
て

い
た
時
期
と
も
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
九
条
兼
実
は
、
殿
上
人
と
な
っ
て
間
も
な
い
頃
か
ら
書
き
記
し
た
、『
玉
葉
』
と
い
う
実
に
詳
細
な
日
記
を
残
し
て
い
る
。

『
玉
葉
』
は
、
長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）、
十
六
歳
の
時
か
ら
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）、
五
二
歳
に
至
る
ま
で
の
六
十
六
巻
か
ら
な
る
日

記
で
あ
る
が
、
失
脚
後
の
晩
年
に
つ
い
て
は
詳
細
な
日
記
の
記
録
が
な
い
。

　

拙
者
は
こ
の
日
記
全
体
を
読
み
解
く
力
は
な
い
が
、
こ
の
『
玉
葉
』
を
読
み
解
い
て
い
る
某
氏
よ
り
、
あ
る
示
唆
を
得
た⒅
。『
玉
葉
』

か
ら
、
九
条
家
の
子
女
は
男
子
九
人
と
猶
子
一
人
（
兼
良
）、
女
子
が
二
人
、
孫
は
男
子
三
人
、
女
子
三
人
が
確
認
で
き
る
と
い
う
。
こ

の
孫
女
子
の
一
人
が
玉
日
で
は
な
い
か
と
指
摘
を
得
た
。
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現
在
、
玉
日
の
伝
承
が
残
る
寺
院
は
、
京
都
市
内
に
三
箇
所
存
在
す
る
。
こ
の
地
を
実
際
に
調
査
さ
れ
た
こ
と
は
梅
原
氏
の
著
書
に
も

み
え
る
が
、
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
五
条
西
洞
院
の
地
に
あ
る
親
鸞
が
玉
日
と
過
ご
し
た
伝
承
の
あ
る
寺
院
】

光
圓
寺
（
真
宗
大
谷
派
、
下
京
区
松
原
通
西
洞
院
東
入
、
兼
実
の
別べ
つ

墅し
よ

（
下
屋
敷
）、「
花
園
殿
」）

大
泉
寺
（
浄
土
宗
、
元
浄
土
真
宗
寺
院
、
名
称
「
花
園
御
坊
」）

【
親
鸞
流
罪
後
の
玉
日
の
様
子
を
伝
え
る
寺
】

西
岸
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
伏
見
区
、
法
性
寺
小
御
堂
跡
に
立
つ
通
称
「
花
園
御
殿
」）

　

こ
の
う
ち
、
西
岸
寺
の
「
能
荘
厳
院
殿
玉
日
姫
君
御
自
作
御
尊
像
」
の
縁
記
に
は
「
姫
君
元
暦
二
年
三
月
十
八
日
御
誕
生
、
承
元
三
年

九
月
十
八
日
御
往
生⒆
」
と
あ
る
。『
玉
葉
』
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
三
月
十
八
日
に
は
日
記
の
記
載
が
な
い
。
前
日
に
は
平
氏
が
備
前

小
島
に
在
る
事
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
平
氏
滅
亡
へ
向
か
う
最
中
で
、
女
子
誕
生
を
記
す
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
縁
起
に
は
十
八
歳
に
て
玉
日
が
結
婚
し
た
と
も
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
『
秘
伝
鈔
』『
正
明
伝
』
も
同
じ
で
あ
る
が
、

こ
の
十
八
歳
結
婚
説
が
正
し
い
と
す
る
と
、
諸
伝
記
の
親
鸞
婚
姻
年
が
法
然
門
下
へ
入
門
し
た
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
月
で
あ
り
、

縁
記
に
記
載
さ
れ
た
誕
生
年
は
一
年
ず
れ
て
お
り
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
縁
記
の
誕
生
年
の
再
確
認
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
元
号
の
書
写
間
違
い
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
没
年
記
録
が
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
で
あ
れ
ば
玉
日
は
二
十

六
歳
往
生
と
な
る
。

　

さ
て
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
が
誕
生
年
と
す
る
と
、
こ
の
元
暦
元
年
生
ま
れ
の
子
女
は
『
玉
葉
』
で
は
二
人
い
る
。
一
人
は
男
子

で
、
四
月
十
九
日
に
或
女
房
が
男
子
を
生
ん
で
兼
実
が
喜
ん
で
い
る
。
も
う
一
人
が
女
子
で
、
十
月
二
十
九
日
に
「
余
家
女
房
生
二

大
将

之
子
一
女
子⒇
」
と
あ
る
。
こ
の
余
で
あ
る
兼
実
の
家
女
房
と
大
将
（
十
八
歳
の
長
子
で
あ
る
良
通
）
と
の
間
に
女
子
が
生
ま
れ
た
と
あ
る
。
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良
通
（
一
一
六
七
～
一
一
八
八
）
は
、
崇
徳
天
皇
の
皇
后
（
中
宮
）
で
、
子
供
を
授
か
ら
な
か
っ
た
藤
原
聖
子
（
一
一
二
二
～
一
一
八

二
、
院
号
は
皇
嘉
門
院
）
の
猶
子
と
な
り㉑
、
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
六
月
二
十
三
日
に
藤
原
兼
雅
の
娘
と
婚
姻
し
て
い
る
。
今
、
こ
の

良
通
の
娘
の
母
が
誰
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
良
通
の
娘
（
兼
実
の
孫
娘
）
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
女
子
が
五
歳

に
な
っ
た
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
に
父
良
通
は
二
十
二
歳
で
急
死
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

『
尊
卑
分
脈
』
で
は
兼
実
の
娘
は
任
子
の
み
で
あ
る
が
、『
玉
葉
』
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
十
月
三
十
日
に
は
、「
余
落
胤
女
子
四
歳

夭
亡
了㉒
」
と
四
歳
で
病
死
し
た
女
子
の
記
述
も
あ
り㉓
、
少
な
く
と
も
兼
実
に
は
実
子
の
女
子
が
二
人
は
い
た
と
考
え
ら
れ
る㉔
。

　

『
玉
葉
』
に
は
、
確
認
で
き
る
限
り
兼
実
の
第
三
子
と
し
て
の
任
子
と
第
四
子
の
落
胤
の
女
子
以
外
に
娘
は
で
て
こ
な
い
、
孫
と
し
て

の
女
子
は
、
先
の
良
通
の
子
以
降
に
は
、
第
二
子
良
経
の
娘
の
立
子
（
一
一
九
二
～
一
二
四
八
、
順
徳
天
皇
中
宮
）、
昇
子
（
一
一
九
五

～
一
二
一
一
、
順
徳
天
皇
の
准
母
皇
后
）
だ
け
で
あ
る
。『
玉
葉
』
だ
け
を
典
拠
と
す
る
な
ら
ば
、
玉
日
の
誕
生
年
に
想
定
さ
れ
る
女
子

は
良
通
の
娘
だ
け
と
な
る
。

　

愚
考
な
が
ら
早
世
し
た
良
通
の
五
歳
の
娘
を
祖
父
で
あ
る
兼
実
が
育
て
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る㉕
。
さ
す
れ
ば
、
家
女
房
が
産
ん
だ
孫

娘
を
親
鸞
の
婚
姻
相
手
に
選
ん
だ
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
兼
実
や
良
通
に
何
人
の
女
子
が
存
在
し
た
か
は
明
確
で
は
な
い
が㉖
、
記

録
に
残
る
女
子
は
入
内
し
て
中
宮
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
良
通
の
女
子
の
行
事
と
し
て
関
係
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
記
録
と
し
て
、『
玉

葉
』
に
は
、
文
治
元
年
（
一
一
八
六
）
一
月
二
日
に
歯
固㉗
、
文
治
二
年
（
一
一
八
七
）
一
月
十
五
日
に
は
戴
餅㉘
、
文
治
五
年
（
一
一
八

九
）
十
二
月
十
一
日
に
は
日
吉
社
参
詣
の
記
載㉙
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
後
の
動
向
の
記
載
は
な
い
。

小　

結

　

さ
て
、
紙
面
都
合
に
よ
り
筆
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
伝
存
覚
撰
述
の
諸
伝
記
に
あ
る
玉
日
と
の
親
鸞
婚
姻
譚
は
、
九
条
兼
実

『
玉
葉
』
か
ら
み
る
と
、
若
干
の
可
能
性
が
見
い
だ
せ
る
面
も
あ
る
。
た
だ
、
諸
伝
記
の
玉
日
結
婚
年
齢
を
十
八
歳
と
し
て
計
算
し
、
ま



親
親
親
親
親
親
親
親
親
親
親
親
親
親
親親（
武
田
）

三
九

た
縁
起
に
残
る
誕
生
年
や
没
年
を
基
準
と
し
て
も
、
玉
日
と
恵
信
尼
の
誕
生
年
が
重
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
恵
信
尼
の
誕
生
年
が
寿

永
元
年
（
一
一
八
二
）
と
い
う
の
は
『
恵
信
尼
消
息
』
等
か
ら
み
て
も
確
定
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
玉
日
と
恵
信
尼
同
一
人

物
説
と
い
う
の
は
成
り
立
た
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
玉
日
の
存
在
は
ま
だ
棄
て
き
れ
な
い
面
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
総
合
的
に
以
下
の
よ
う
な
諸
問
題
に
も
考
究
す

べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

　

・
親
鸞
が
在
俗
と
な
る
事
や
婚
姻
を
勧
め
た
法
然
弟
子
で
あ
る
信
空
・
聖
覚
や
九
条
家
の
関
係
。

　

・
親
鸞
が
玉
日
と
生
活
し
た
で
あ
ろ
う
五
条
西
洞
院
を
め
ぐ
る
問
題
。

　

・
関
東
の
九
条
家
領
と
流
罪
後
の
関
東
移
住
の
問
題
。

　

・
な
に
よ
り
玉
日
と
恵
信
尼
と
の
関
係
性
の
問
題
。

と
、
諸
課
題
を
提
示
し
て
後
日
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。�

（
未
完
）

註⑴　

玉
日
の
存
在
等
に
つ
い
て
、
最
近
で
は
佐
々
木
正
『
親
鸞
始
記
―
隠
さ
れ
た
真
実
を
読
み
解
く
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
っ
て

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
梅
原
氏
は
よ
り
実
証
主
義
的
な
論
考
を
展
開
し
て
い
る
。

⑵ 

「
月
輪
殿
」
と
は
「
九
条
兼
実
が
造
営
し
た
山
荘
の
名
、
ま
た
は
そ
の
名
に
基
づ
く
兼
実
の
呼
称
。
兼
実
は
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
頃

よ
り
、
現
在
の
東
福
寺
の
東
か
ら
泉
涌
寺
に
か
け
て
の
山
谷
に
、
山
荘
を
造
営
し
た
。
妻
が
没
し
た
後
、
こ
の
地
に
居
住
し
始
め
、
そ
の
後
、

兼
実
の
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
か
り
の
地
を
呼
称
と
し
て
用
い
る
例
と
し
て
は
、
兼
実
の
父
で
あ
る
藤

原
忠
通
が
、
氏
寺
の
法
性
寺
の
名
を
と
っ
て
、
法
性
寺
殿
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
兼
実
は
後
法
性
寺
殿
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。」

（
新
纂
『
浄
土
宗
大
辞
典
』W

eb

版
）

⑶　

初
稿
本
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
に
書
か
れ
た
親
鸞
の
生
涯
を
つ
づ
っ
た
絵
詞
で
、
本
願
寺
第
三
代
宗
主
覚
如
の
著
作
で
あ
る
。
十
三
段

か
ら
な
る
絵
巻
物
で
あ
り
、
詞
は
覚
如
が
撰
述
し
、
絵
は
浄
賀
法
眼
に
描
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。



龍
谷
大
学
論
集

四
〇

　

し
か
し
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
の
戦
火
に
よ
り
本
願
寺
と
共
に
焼
失
し
た
の
で
、
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
に
書
き
直
さ
れ
、
そ
の
際
に
、

詞
を
『
御
伝
鈔
』、
絵
を
「
御
絵
伝
」
の
別
仕
立
て
と
し
て
、『
御
伝
鈔
』
は
上
巻
八
段
・
下
巻
七
段
の
十
五
段
と
二
段
増
補
し
、「
御
絵
伝
」

は
、
浄
賀
法
眼
の
子
・
円
寂
と
門
人
・
宗
舜
に
描
か
せ
て
い
る
。

⑷ 
『
叢
林
集
』
は
、『
真
宗
資
料
集
成
』
巻
八
「
解
題
」
に
よ
る
と
「
本
書
の
著
者
で
あ
る
恵
空
は
、
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
の
門
侶
と
し
て
活
躍

し
た
道
西
房
善
従
を
開
基
と
す
る
近
江
金
森
の
善
龍
寺
（
現
在
の
守
山
市
金
森
町
善
立
寺
）
の
出
身
で
、
の
ち
京
都
の
西
福
寺
に
入
っ
た
が
、

と
く
に
東
本
願
寺
の
初
代
講
師
と
し
て
講
義
の
傍
ら
筆
硯
に
し
た
し
み
、
真
宗
教
義
の
闡
明
に
つ
と
め
る
と
共
に
、
ひ
ろ
く
浄
土
教
の
典
籍
を

渉
猟
し
て
、
大
い
に
一
派
宗
学
の
興
隆
に
つ
く
し
た
。（
中
略
）
ま
た
、
彼
が
も
の
し
た
著
述
は
六
十
部
以
上
を
か
ぞ
え
る
が
、
こ
の
う
ち
最

も
大
部
で
、
し
か
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
『
叢
林
集
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
中
略
）
そ
の
著
作
年
時
に
つ
い
て
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九

一
）
す
な
わ
ち
恵
空
の
四
十
八
歳
の
時
に
草
本
を
集
め
、
後
八
年
を
経
た
同
十
一
年
（
一
六
九
八
）
五
十
五
歳
の
と
き
再
治
し
て
九
帖
と
し
た

（
真
本
巻
六
の
終
お
よ
び
巻
末
の
跋
文
）
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
こ
ろ
彼
は
、
西
山
・
鎮
西
の
註
疏
を
抄
録
し
て
浄
土
諸
派
の

研
究
に
打
込
ん
だ
時
期
で
あ
っ
て
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
は
『
選
択
集
叢
林
記
』
八
巻
を
撰
述
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
真
宗
の
伝
統
を

明
ら
か
に
す
べ
く
『
叢
林
集
』
の
集
大
成
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
か
く
て
、
元
禄
十
一
年
五
月
晦
日
に
筆
功
を
託
え
た
が
、
本
書
の
普

及
に
は
、
そ
の
の
ち
刊
本
と
し
て
次
の
四
種
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
享
保
三
年
の
十
一
冊
本
と
、
明
治
十
四
年
の
真
本
『
叢
林
集
』
六

冊
本
と
、
さ
ら
に
大
正
二
年
の
真
宗
全
書
本
、
お
よ
び
昭
和
十
二
年
の
真
宗
大
系
本
が
あ
げ
ら
れ
る
。」（
史
料
集
成
八
・
一
七
～
二
〇
頁
）

⑸　

そ
の
他
に
、
他
派
に
関
す
る
伝
記
と
し
て
『
錦
織
寺
伝
絵
記
』、『
善
信
聖
人
伝
絵
鈔
』、『
親
鸞
聖
人
由
来
』（
文
禄
元
年
・
一
五
九
二
年
書

写
）
な
ど
が
あ
る
が
、
親
鸞
の
婚
姻
譚
は
な
い
。

⑹　

山
田
文
昭
遺
稿
刊
行
会
編
『
真
宗
史
稿
』（
破
塵
閣
書
房
、
一
九
三
四
年
）・
一
六
〇
頁
。

⑺　

同
上

⑻　

平
松
令
三
『
真
宗
史
料
集
成　

第
七
巻
』
解
題
、
二
五
頁
。

⑼　

今
井
雅
晴
『
親
鸞
の
妻　

玉
日
は
実
在
し
た
の
か
？　

父
と
さ
れ
る
関
白
九
条
兼
実
研
究
を
軸
に
』
自
照
社
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
六
一
頁
。

⑽　

法
然
が
念
仏
を
中
心
と
し
た
生
活
を
重
視
し
て
い
た
点
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
か
ら
も
窺
え
る
。

　
　
　

�

現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
、
念
仏
の
申
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
べ
し
。
念
仏
の
さ
ま
た
げ
に
な
り
ぬ
べ
く
ば
、
な
に
な
り
と
も
よ
ろ
ず
を
い
と
い

す
て
て
、
こ
れ
を
と
ど
む
べ
し
。
い
わ
く
、
ひ
じ
り
（
聖
）
で
申
さ
れ
ず
ば
、
め
（
妻
）
を
も
う
け
て
申
す
べ
し
。（
中
略
）
一
人
し
て
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申
さ
れ
ず
ば
、
同
朋
と
と
も
に
申
す
べ
し
。
共
行
し
て
申
さ
れ
ず
ば
、
一
人
籠
居
し
て
申
す
べ
し
。

�

（「
禅
勝
房
伝
説
の
詞
」、『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』
四
六
二
～
三
頁
）

⑾ 
『
史
料
集
成
』
巻
七
・
二
〇
頁
。

⑿　

塩
谷
菊
美
『
語
ら
れ
た
親
鸞
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
）・
三
一
頁
。
橋
本
順
正
「
武
蔵
国
の
玉
日
伝
説
」（『
東
国
真
宗
』、
二
〇
一
七

年
）
二
四
頁
。

⒀　

梶
村
昇
『
法
然
上
人
行
実
』（
浄
土
宗
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
に
は
詳
細
な
出
典
が
示
さ
れ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
今
は
多
少
補
足
を
し

て
掲
載
し
た
。

⒁　

兼
実
は
こ
れ
以
前
よ
り
仏
教
に
対
す
る
信
仰
が
深
か
っ
た
よ
う
で
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
八
月
二
四
日
（『
玉
葉
』
第
三
（
国
書
刊
行

会
・
一
九
〇
七
年
）
二
五
六
頁
）
に
は
、
早
朝
か
ら
念
仏
を
十
五
万
遍
も
誦
し
た
と
い
い
い
、『
往
生
要
集
』
の
話
を
僧
侶
か
ら
聞
い
て
い
る
。

⒂ 

『
玉
葉
』
第
三
（
国
書
刊
行
会
・
一
九
〇
七
年
）
七
三
一
頁
）
に
記
載
さ
れ
、
清
僧
か
ら
戒
律
を
受
け
る
事
が
で
き
な
い
近
頃
に
、
法
然
は

戒
律
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
る
と
い
う
。

⒃ 

『
興
福
寺
奏
状
上
』（
日
本
思
想
史
大
系
十
五
・
三
一
六
頁
）
以
外
に
こ
の
記
録
は
な
い
。「
怠
状
」
と
は
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か

け
て
、
罪
人
に
提
出
さ
せ
た
謝
罪
状
で
あ
る
。

⒄　

兼
実
が
仏
教
に
深
い
興
味
を
抱
い
て
い
た
事
は
間
違
い
な
い
が
、
必
ず
し
も
法
然
浄
土
教
に
だ
け
傾
倒
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
事
実
、

晩
年
の
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
は
後
に
法
然
と
敵
対
す
る
明
恵
を
招
い
て
法
門
を
聞
い
て
い
る
。（『
夢
記
』
第
八
篇
七
以
下
、
明
恵
上
人

資
料
一
・
一
三
〇
頁
）
息
子
の
良
快
は
明
恵
に
も
師
事
し
、
天
台
座
主
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
、
法
然
か
ら
多
々
受
戒
（
説
戒
）
を

受
け
た
の
も
現
世
利
益
的
な
側
面
が
強
い
と
い
え
る
。
詳
細
は
、
坂
東
性
純
「
明
恵
上
人
と
九
条
兼
実
」（
印
仏
研
三
〇
の
二
、
一
九
八
二

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⒅　

玉
日
が
親
鸞
の
妻
で
は
な
い
か
と
主
張
さ
れ
る
某
氏
は
、
在
野
に
お
い
て
九
条
家
と
本
願
寺
な
ど
の
関
係
を
探
求
さ
れ
る
方
で
あ
る
。
特
に
、

『
玉
葉
』
に
は
、
当
時
の
公
家
の
儀
式
に
関
す
る
記
載
の
年
月
日
が
あ
り
、
九
条
兼
実
子
女
の
生
後
の
百
日
、
歯
固
、
真
菜
三
才
、
戴
い
た
だ
き

餅も
ち

、

参
詣
（
吉
田
か
祇
園
）、
参
詣
春
日
社
、
元
服
、
出
家
や
猶
子
、
結
婚
、
死
亡
な
ど
で
あ
る
。
某
氏
指
摘
に
は
誤
認
部
分
も
あ
り
、
再
度
検
証

が
必
要
で
あ
る
が
、
新
し
い
視
点
を
頂
戴
し
た
。

⒆　

梅
原
猛
『
親
鸞
「
四
つ
の
謎
」
を
解
く
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
四
年
）
二
二
三
頁
。
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⒇ 

『
玉
葉
』
第
二
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
六
年
）
四
三
頁
。『
玉
葉
』
に
は
子
女
の
幼
名
は
ほ
ど
ん
ど
記
載
さ
れ
ず
、
男
子
は
「
小
童
」、
長

女
任
子
だ
け
は
「
姫
君
」
で
あ
る
。

㉑　

聖
子
は
、
父
の
藤
原
忠
通
没
後
は
猶
子
と
し
て
い
た
異
母
弟
の
九
条
兼
実
の
後
見
を
受
け
た
。
ま
た
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
兼
実
の
嫡

男
・
良
通
を
猶
子
と
し
て
、
忠
通
伝
来
の
最
勝
金
剛
院
領
な
ど
を
相
続
さ
せ
た
。
こ
れ
が
後
世
に
お
け
る
九
条
家
家
領
の
源
流
と
な
っ
た
。

㉒ 

『
玉
葉
』
第
三
（
国
書
刊
行
会
・
一
九
〇
七
年
）
一
一
〇
頁
。

㉓　

こ
の
子
女
に
つ
い
て
は
養
和
二
年
（
一
一
八
二
）
八
月
十
四
日
に
百
日
祝
い
の
記
述
が
あ
る
。『
玉
葉
』
第
二
（
国
書
刊
行
会
・
一
九
〇
六

年
）
五
六
九
頁
。

㉔ 

『
玉
葉
』
に
は
、
女
子
に
つ
い
て
は
婚
姻
等
が
あ
る
ま
で
は
、
名
前
す
ら
記
載
は
な
い
。

㉕　

良
通
の
早
逝
の
た
め
、
九
条
家
嫡
流
は
同
母
弟
の
良
経
に
受
け
継
が
れ
た
が
、
良
通
が
猶
子
と
な
っ
っ
て
い
た
藤
原
聖
子
（
第
七
十
五
代
天

皇
・
崇
徳
天
皇
の
中
宮
）
か
ら
継
承
し
た
最
勝
金
剛
院
領
な
ど
の
皇
嘉
門
院
領
は
、
後
の
九
条
家
の
家
領
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
。

㉖ 

「
花
園
殿　

高
圓
寺
縁
起
」
で
は
、
九
条
兼
実
の
第
七
女
と
も
い
わ
れ
る
（
梅
原
猛
『
親
鸞
「
四
つ
の
謎
」
を
解
く
』
二
二
三
頁
）。

㉗ 

『
玉
葉
』
第
三
（
国
書
刊
行
会
・
一
九
〇
七
年
）
六
一
頁
。「
歯
固
」
と
は
正
月
一
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
長
寿
を
願
い
堅
い
も
を
食
す
る
行

事
で
、
歯
固
の
具
に
餅
鏡
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
見
鏡
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
の
日
に
父
の
大
将
（
良
通
）
が
来
る
と
は
あ
る
が
、
歯
固

が
女
子
と
も
男
子
と
も
記
載
が
な
い
。

㉘ 

『
玉
葉
』
第
三
（
国
書
刊
行
会
・
一
九
〇
七
年
）
一
四
一
頁
に
は
、「
小
兒
戴
餅
大
将
為
之
」
と
あ
る
。
こ
こ
も
女
子
と
は
限
ら
な
い
。

㉙ 

『
玉
葉
』
第
三
（
国
書
刊
行
会
・
一
九
〇
七
年
）
五
八
一
頁
。
こ
こ
で
は
、「
姫
君
」
と
記
載
が
あ
る
。
十
一
歳
年
上
の
任
子
に
つ
い
て
は
既

に
春
日
社
に
参
詣
（
安
元
三
年
〈
一
一
七
七
〉
二
月
十
三
日
）
し
て
い
る
し
、
他
の
子
女
に
つ
い
て
も
三
歳
・
五
歳
・
七
歳
の
い
ず
れ
か
に
、

藤
原
氏
の
氏
神
の
春
日
大
社
の
参
拝
記
録
が
残
る
。
唯
一
、
こ
の
「
姫
君
」
が
先
の
女
子
で
あ
れ
ば
五
歳
で
、
な
ぜ
か
一
人
だ
け
日
吉
社
へ
の

参
詣
で
あ
る
。
た
だ
、
良
通
の
実
子
と
は
限
ら
な
い
が
、
良
通
没
後
と
い
う
の
も
気
に
な
る
点
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

親
鸞
・
妻
・
玉
日
・
恵
信
尼
・
正
明
伝


